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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１及び第２のディスプレイを有する表示装置であって、
　前記第１のディスプレイの表示特性に係る表示特性パラメータを設定する設定手段と、
　前記設定手段により設定された表示特性パラメータを用いて、前記第１のディスプレイ
の表示制御を行う第１の表示制御手段と、
　前記第２のディスプレイに表示されるデータの内容に応じて、前記第２のディスプレイ
の表示特性を前記第１のディスプレイの表示特性と連動させるか否かを判定する判定手段
と、
　前記判定手段により連動させないと判定された場合は、前記第２のディスプレイの表示
特性パラメータを第１所定値に設定して、前記判定手段により連動させると判定された場
合は、前記第１のディスプレイの表示が行われていれば、前記第２のディスプレイの表示
特性パラメータを前記第１のディスプレイの表示特性パラメータに対応するパラメータに
設定し、前記第１のディスプレイの表示が行われていなければ、前記第２のディスプレイ
の表示特性パラメータを前記第１所定値よりも低輝度の第２所定値に設定して、前記第２
のディスプレイの表示制御を行う第２の表示制御手段とを備えることを特徴とする表示装
置。
【請求項２】
　前記判定手段は、前記第２のディスプレイに表示されるデータが緊急警報情報、ニュー
ス速報、視聴予約情報、録画予約情報、エラーメッセージのいずれかである場合に、前記
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第２のディスプレイの表示特性パラメータを前記第１のディスプレイの表示特性パラメー
タと連動させないと判定することを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　第１及び第２のディスプレイを有する表示装置であって、
　前記第１のディスプレイの表示特性に係る表示特性パラメータを設定する設定手段と、
　前記設定手段により設定された表示特性パラメータを用いて、前記第１のディスプレイ
の表示制御を行う第１の表示制御手段と、
　ユーザの指示にしたがって前記表示装置を操作するための操作手段と、
　前記操作手段による操作の内容に応じて、前記第２のディスプレイの表示特性を前記第
１のディスプレイの表示特性と連動させるか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により連動させると判定された場合は、前記第２のディスプレイの表示特
性パラメータを前記第１のディスプレイの表示特性パラメータに対応するパラメータに設
定し、前記判定手段により連動させないと判定された場合は、前記第２のディスプレイの
表示特性パラメータを前記第１のディスプレイの表示特性パラメータでデータを表示した
場合に比べてユーザの認識度合いを高めるようなパラメータに設定して、前記第２のディ
スプレイの表示制御を行う第２の表示制御手段とを備え、
　前記判定手段は、前記操作手段による操作が前記第２のディスプレイに対する操作であ
って、かつ前記第１のディスプレイに表示されているデータと直接的に関係のない操作で
ある場合に、前記第２のディスプレイの表示特性パラメータを前記第１のディスプレイの
表示特性パラメータと連動させないと判定することを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　前記第２の表示制御手段は、前記判定手段により連動させないと判定された場合は、前
記第２のディスプレイの表示特性パラメータを第１所定値に設定することを特徴とする請
求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第２の表示制御手段は、前記判定手段により連動させると判定された場合において
、前記第１のディスプレイの表示が行われていなければ、前記第２のディスプレイの表示
特性パラメータを第２所定値に設定することを特徴とする請求項３または請求項４に記載
の表示装置。
【請求項６】
　前記第２所定値は、前記第１所定値よりも低輝度の値であることを特徴とする請求項５
に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第１及び第２の表示制御手段は、それぞれ輝度、コントラスト、色温度、色あい、
色の濃さのうちの少なくとも一つの表示特性パラメータを用いて表示制御を行うことを特
徴とする請求項３から請求項５までのいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項８】
　第１及び第２のディスプレイを有する表示装置の制御方法であって、
　前記第１のディスプレイの表示特性に係る表示特性パラメータを設定する設定ステップ
と、
　前記設定ステップで設定された表示特性パラメータを用いて、前記第１のディスプレイ
の表示制御を行う第１の表示制御ステップと、
　前記第２のディスプレイに表示されるデータの内容に応じて、前記第２のディスプレイ
の表示特性を前記第１のディスプレイの表示特性と連動させるか否かを判定する判定ステ
ップと、
　前記判定ステップで連動させないと判定された場合は、前記第２のディスプレイの表示
特性パラメータを第１所定値に設定して、前記判定ステップで連動させると判定された場
合は、前記第１のディスプレイの表示が行われていれば、前記第２のディスプレイの表示
特性パラメータを前記第１のディスプレイの表示特性パラメータに対応するパラメータに
設定し、前記第１のディスプレイの表示が行われていなければ、前記第２のディスプレイ



(3) JP 5264193 B2 2013.8.14

10

20

30

40

50

の表示特性パラメータを前記第１所定値よりも低輝度の第２所定値に設定して、前記第２
のディスプレイの表示制御を行う第２の表示制御ステップとを備えることを特徴とする制
御方法。
【請求項９】
　前記判定ステップは、前記第２のディスプレイに表示されるデータが緊急警報情報、ニ
ュース速報、視聴予約情報、録画予約情報、エラーメッセージのいずれかである場合に、
前記第２のディスプレイの表示特性パラメータを前記第１のディスプレイの表示特性パラ
メータと連動させないと判定することを特徴とする請求項８に記載の制御方法。
【請求項１０】
　第１及び第２のディスプレイを有する表示装置の制御方法であって、
　前記第１のディスプレイの表示特性に係る表示特性パラメータを設定する設定ステップ
と、
　前記設定ステップで設定された表示特性パラメータを用いて、前記第１のディスプレイ
の表示制御を行う第１の表示制御ステップと、
　ユーザの指示にしたがって前記表示装置を操作するための操作ステップと、
　前記操作ステップによる操作の内容に応じて、前記第２のディスプレイの表示特性を前
記第１のディスプレイの表示特性と連動させるか否かを判定する判定ステップと、
　前記判定ステップで連動させると判定された場合は、前記第２のディスプレイの表示特
性パラメータを前記第１のディスプレイの表示特性パラメータに対応するパラメータに設
定し、前記判定ステップで連動させないと判定された場合は、前記第２のディスプレイの
表示特性パラメータを前記第１のディスプレイの表示特性パラメータでデータを表示した
場合に比べてユーザの認識度合いを高めるようなパラメータに設定して、前記第２のディ
スプレイの表示制御を行う第２の表示制御ステップとを備え、
　前記判定ステップは、前記操作ステップによる操作が前記第２のディスプレイに対する
操作であって、かつ前記第１のディスプレイに表示されているデータと直接的に関係のな
い操作である場合に、前記第２のディスプレイの表示特性パラメータを前記第１のディス
プレイの表示特性パラメータと連動させないと判定することを特徴とする制御方法。
【請求項１１】
　前記第２の表示制御ステップは、前記判定ステップで連動させないと判定された場合は
、前記第２のディスプレイの表示特性パラメータを第１所定値に設定することを特徴とす
る請求項１０に記載の制御方法。
【請求項１２】
　前記第２の表示制御ステップは、前記判定ステップで連動させると判定された場合にお
いて、前記第１のディスプレイの表示が行われていなければ、前記第２のディスプレイの
表示特性パラメータを第２所定値に設定することを特徴とする請求項１０または請求項１
１に記載の制御方法。
【請求項１３】
　前記第２所定値は、前記第１所定値よりも低輝度の値であることを特徴とする請求項１
２に記載の制御方法。
【請求項１４】
　前記第１及び第２の表示制御ステップは、それぞれ輝度、コントラスト、色温度、色あ
い、色の濃さのうちの少なくとも一つの表示特性パラメータを用いて表示制御を行うこと
を特徴とする請求項１０から請求項１２までのいずれか一項に記載の制御方法。
【請求項１５】
　第１及び第２の表示領域を有する表示装置であって、
　前記第１の表示領域の表示特性に係る表示特性パラメータを設定する設定手段と、
　前記設定手段により設定された表示特性パラメータを用いて、前記第１の表示領域の表
示制御を行う第１の表示制御手段と、
　前記第２の表示領域に表示されるデータの内容に応じて、前記第２の表示領域の表示特
性を前記第１の表示領域の表示特性と連動させるか否かを判定する判定手段と、
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　前記判定手段により連動させないと判定された場合は、前記第２のディスプレイの表示
特性パラメータを第１所定値に設定して、前記判定手段により連動させると判定された場
合は、前記第１のディスプレイの表示が行われていれば、前記第２の表示領域の表示特性
パラメータを前記第１の表示領域の表示特性パラメータに対応するパラメータに設定し、
前記第１のディスプレイの表示が行われていなければ、前記第２のディスプレイの表示特
性パラメータを前記第１所定値よりも低輝度の第２所定値に設定して、前記第２の表示領
域の表示制御を行う第２の表示制御手段とを備えることを特徴とする表示装置。
【請求項１６】
　第１及び第２の表示領域を有する表示装置であって、
　前記第１の表示領域の表示特性に係る表示特性パラメータを設定する設定手段と、
　前記設定手段により設定された表示特性パラメータを用いて、前記第１の表示領域の表
示制御を行う第１の表示制御手段と、
　ユーザの指示にしたがって前記表示装置を操作するための操作手段と、
前記操作手段による操作の内容に応じて、前記第２の表示領域の表示特性を前記第１の表
示領域の表示特性と連動させるか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により連動させると判定された場合は、前記第２の表示領域の表示特性パ
ラメータを前記第１の表示領域の表示特性パラメータに対応するパラメータに設定し、前
記判定手段により連動させないと判定された場合は、前記第２の表示領域の表示特性パラ
メータを前記第１の表示領域の表示特性パラメータでデータを表示した場合に比べてユー
ザの認識度合いを高めるようなパラメータに設定して、前記第２の表示領域の表示制御を
行う第２の表示制御手段とを備え、
　前記判定手段は、前記操作手段による操作が前記第２のディスプレイに対する操作であ
って、かつ前記第１のディスプレイに表示されているデータと直接的に関係のない操作で
ある場合に、前記第２のディスプレイの表示特性パラメータを前記第１のディスプレイの
表示特性パラメータと連動させないと判定することを特徴とする表示装置。
【請求項１７】
　第１及び第２の表示領域を有する表示装置の制御方法であって、
　前記第１の表示領域の表示特性に係る表示特性パラメータを設定する設定ステップと、
　前記設定ステップで設定された表示特性パラメータを用いて、前記第１の表示領域の表
示制御を行う第１の表示制御ステップと、
　前記第２の表示領域に表示されるデータの内容に応じて、前記第２の表示領域の表示特
性を前記第１の表示領域の表示特性と連動させるか否かを判定する判定ステップと、
　前記判定ステップで連動させないと判定された場合は、前記第２のディスプレイの表示
特性パラメータを第１所定値に設定して、前記判定ステップで連動させると判定された場
合は、前記第１のディスプレイの表示が行われていれば、前記第２の表示領域の表示特性
パラメータを前記第１の表示領域の表示特性パラメータに対応するパラメータに設定し、
前記第１のディスプレイの表示が行われていなければ、前記第２のディスプレイの表示特
性パラメータを前記第１所定値よりも低輝度の第２所定値に設定して、前記第２の表示領
域の表示制御を行う第２の表示制御ステップとを備えることを特徴とする制御方法。
【請求項１８】
　第１及び第２の表示領域を有する表示装置の制御方法であって、
　前記第１の表示領域の表示特性に係る表示特性パラメータを設定する設定ステップと、
　前記設定ステップで設定された表示特性パラメータを用いて、前記第１の表示領域の表
示制御を行う第１の表示制御ステップと、
　ユーザの指示にしたがって前記表示装置を操作するための操作ステップと、
　前記操作ステップによる操作の内容に応じて、前記第２の表示領域の表示特性を前記第
１の表示領域の表示特性と連動させるか否かを判定する判定ステップと、
　前記判定ステップで連動させると判定された場合は、前記第２の表示領域の表示特性パ
ラメータを前記第１の表示領域の表示特性パラメータに対応するパラメータに設定し、前
記判定ステップで連動させないと判定された場合は、前記第２の表示領域の表示特性パラ
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メータを前記第１の表示領域の表示特性パラメータでデータを表示した場合に比べてユー
ザの認識度合いを高めるようなパラメータに設定して、前記第２の表示領域の表示制御を
行う第２の表示制御ステップとを備え、
　前記判定ステップは、前記操作ステップによる操作が前記第２のディスプレイに対する
操作であって、かつ前記第１のディスプレイに表示されているデータと直接的に関係のな
い操作である場合に、前記第２のディスプレイの表示特性パラメータを前記第１のディス
プレイの表示特性パラメータと連動させないと判定することを特徴とする制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のディスプレイを有する表示装置及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、複数のディスプレイを有する表示装置において、各ディスプレイの輝度やコ
ントラスト等の表示特性パラメータを個別または同時にユーザが調整することが可能であ
る。例えば下記の特許文献１には、コントラスト制御方式が異なる２種類以上の表示部の
コントラストを同等レベルに制御する方法が開示されている。
【特許文献１】特開２００５－０３１５９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特許文献１に記載の画像表示装置では、複数のディスプレイのコントラストが常に同等
レベルになるように連動して制御される。しかしながら、複数のディスプレイの表示特性
パラメータを常に連動させて同等レベルに制御することが好ましいとは限らない。
【０００４】
　例えば、メインディスプレイに放送番組の映像を表示しながら、サブディスプレイに放
送番組の字幕を表示する場合等は、メインディスプレイとサブディスプレイの表示特性パ
ラメータを同等レベルに制御することが好ましいと考えられる。しかしながら、サブディ
スプレイにユーザに通知すべき重要な情報を表示する場合等は、強調表示させてユーザに
意図的に認知させる方が好ましい。
【０００５】
　そこで、本発明は、サブディスプレイ（第２のディスプレイ）の表示特性パラメータを
メインディスプレイ（第１のディスプレイ）の表示特性パラメータと連動または非連動で
適切に制御することが可能な表示装置及びその制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決するために、本発明に係る表示装置は、第１及び第２のディスプレ
イを有する表示装置であって、前記第１のディスプレイの表示特性に係る表示特性パラメ
ータを設定する設定手段と、前記設定手段により設定された表示特性パラメータを用いて
、前記第１のディスプレイの表示制御を行う第１の表示制御手段と、前記第２のディスプ
レイに表示されるデータの内容に応じて、前記第２のディスプレイの表示特性を前記第１
のディスプレイの表示特性と連動させるか否かを判定する判定手段と、前記判定手段によ
り連動させないと判定された場合は、前記第２のディスプレイの表示特性パラメータを第
１所定値に設定して、前記判定手段により連動させると判定された場合は、前記第１のデ
ィスプレイの表示が行われていれば、前記第２のディスプレイの表示特性パラメータを前
記第１のディスプレイの表示特性パラメータに対応するパラメータに設定し、前記第１の
ディスプレイの表示が行われていなければ、前記第２のディスプレイの表示特性パラメー
タを前記第１所定値よりも低輝度の第２所定値に設定して、前記第２のディスプレイの表
示制御を行う第２の表示制御手段とを備える。
　また、本発明に係る他の表示装置は、第１及び第２のディスプレイを有する表示装置で
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あって、前記第１のディスプレイの表示特性に係る表示特性パラメータを設定する設定手
段と、前記設定手段により設定された表示特性パラメータを用いて、前記第１のディスプ
レイの表示制御を行う第１の表示制御手段と、ユーザの指示にしたがって前記表示装置を
操作するための操作手段と、前記操作手段による操作の内容に応じて、前記第２のディス
プレイの表示特性を前記第１のディスプレイの表示特性と連動させるか否かを判定する判
定手段と、前記判定手段により連動させると判定された場合は、前記第２のディスプレイ
の表示特性パラメータを前記第１のディスプレイの表示特性パラメータに対応するパラメ
ータに設定し、前記判定手段により連動させないと判定された場合は、前記第２のディス
プレイの表示特性パラメータを前記第１のディスプレイの表示特性パラメータでデータを
表示した場合に比べてユーザの認識度合いを高めるようなパラメータに設定して、前記第
２のディスプレイの表示制御を行う第２の表示制御手段とを備え、前記判定手段は、前記
操作手段による操作が前記第２のディスプレイに対する操作であって、かつ前記第１のデ
ィスプレイに表示されているデータと直接的に関係のない操作である場合に、前記第２の
ディスプレイの表示特性パラメータを前記第１のディスプレイの表示特性パラメータと連
動させないと判定する。
　また、本発明に係る表示装置の制御方法は、第１及び第２のディスプレイを有する表示
装置の制御方法であって、前記第１のディスプレイの表示特性に係る表示特性パラメータ
を設定する設定ステップと、前記設定ステップで設定された表示特性パラメータを用いて
、前記第１のディスプレイの表示制御を行う第１の表示制御ステップと、前記第２のディ
スプレイに表示されるデータの内容に応じて、前記第２のディスプレイの表示特性を前記
第１のディスプレイの表示特性と連動させるか否かを判定する判定ステップと、前記判定
ステップで連動させないと判定された場合は、前記第２のディスプレイの表示特性パラメ
ータを第１所定値に設定して、前記判定ステップで連動させると判定された場合は、前記
第１のディスプレイの表示が行われていれば、前記第２のディスプレイの表示特性パラメ
ータを前記第１のディスプレイの表示特性パラメータに対応するパラメータに設定し、前
記第１のディスプレイの表示が行われていなければ、前記第２のディスプレイの表示特性
パラメータを前記第１所定値よりも低輝度の第２所定値に設定して、前記第２のディスプ
レイの表示制御を行う第２の表示制御ステップとを備える。
【０００７】
　また、本発明に係る表示装置の他の制御方法は、第１及び第２のディスプレイを有する
表示装置の制御方法であって、前記第１のディスプレイの表示特性に係る表示特性パラメ
ータを設定する設定ステップと、前記設定ステップで設定された表示特性パラメータを用
いて、前記第１のディスプレイの表示制御を行う第１の表示制御ステップと、ユーザの指
示にしたがって前記表示装置を操作するための操作ステップと、前記操作ステップによる
操作の内容に応じて、前記第２のディスプレイの表示特性を前記第１のディスプレイの表
示特性と連動させるか否かを判定する判定ステップと、前記判定ステップで連動させると
判定された場合は、前記第２のディスプレイの表示特性パラメータを前記第１のディスプ
レイの表示特性パラメータに対応するパラメータに設定し、前記判定ステップで連動させ
ないと判定された場合は、前記第２のディスプレイの表示特性パラメータを前記第１のデ
ィスプレイの表示特性パラメータでデータを表示した場合に比べてユーザの認識度合いを
高めるようなパラメータに設定して、前記第２のディスプレイの表示制御を行う第２の表
示制御ステップとを備え、前記判定ステップは、前記操作ステップによる操作が前記第２
のディスプレイに対する操作であって、かつ前記第１のディスプレイに表示されているデ
ータと直接的に関係のない操作である場合に、前記第２のディスプレイの表示特性パラメ
ータを前記第１のディスプレイの表示特性パラメータと連動させないと判定する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、サブディスプレイ（第２のディスプレイ）の表示特性パラメータをメ
インディスプレイ（第１のディスプレイ）の表示特性パラメータと連動または非連動で適
切に制御することが可能となる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、図面を用いて本発明の実施の形態について説明する。
【００１０】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る表示装置１００の概略構成を示すブロック図であ
る。表示装置１００は、複数のディスプレイを有する表示装置である。この実施の形態１
では、デジタル放送を受信するチューナ１０１を内蔵したテレビ受像機を例に挙げて説明
するが、複数のディスプレイを有する表示装置であれば本発明は適用可能である。
【００１１】
　表示装置１００は、チューナ１０１、デマルチプレクサ１０２、デコーダ１０３、デー
タ処理部１０４、映像出力部１０５、メインディスプレイ１０６、サブディスプレイ１０
７、タイマ１０８、メッセージ生成部１０９、判定部１１０、画質設定部１１１、照度セ
ンサ１１２、メインディスプレイ表示制御部１１３及びサブディスプレイ表示制御部１１
４を備える。
【００１２】
　チューナ１０１は、デジタル放送信号を受信して、トランスポートストリーム（ＴＳ）
と呼ばれる形式のデータを生成する。デマルチプレクサ１０２は、チューナ１０１からの
トランスポートストリームを映像信号、音声信号、データ信号に分離する。デコーダ１０
３は、デマルチプレクサ１０２からの映像信号及び音声信号を復号する。
【００１３】
　データ処理部１０４は、デマルチプレクサ１０２からのデータ信号を復号し、メインデ
ィスプレイ（第１のディスプレイ）１０６及びサブディスプレイ（第２のディスプレイ）
１０７に出力する画像信号を生成する。ユーザのリモコン操作によりＥＰＧ（電子番組表
）表示やデータ放送表示の指示を受けた場合、データ処理部１０４は、ＥＰＧデータ、デ
ータ放送用データを復号してＵＩ（ユーザ・インタフェース）画面を構成する画像信号を
生成し、映像出力部１０５に出力する。また、データ処理部１０４は、ユーザのリモコン
操作により字幕表示や番組情報表示の指示を受けた場合、字幕情報、番組属性情報（チャ
ンネル番号、番組名、番組詳細情報等）を復号して判定部１１０及びサブディスプレイ１
０７に出力する。また、データ処理部１０４は、放送信号に多重された緊急警報情報を受
信した場合は、緊急警報情報を復号して判定部１１０及びサブディスプレイ１０７に出力
する。
【００１４】
　映像出力部１０５は、デコーダ１０３で復号された映像をメインディスプレイ１０６に
出力する。また、映像出力部１０９は、データ処理部１０４で復号されたＥＰＧデータや
データ放送用データ等をメインディスプレイ１０６に出力する。データ処理部１０４から
の出力される各種情報をメインディスプレイ１０６とサブディスプレイ１０７のどちらに
表示させるかは予め設定されており、ユーザが任意に設定変更できるものとする。なお、
デコーダ１０３で復号された音声信号は、音声出力部（図示せず）を介してスピーカから
出力される。
【００１５】
　タイマ１０８は、現在時刻情報をメッセージ生成部１０９に出力する。メッセージ生成
部１０９は、テレビ受信機内部で設定された視聴予約情報、外部装置（レコーダ等）から
入力された録画予約情報、及びタイマ１０８から入力された現在時刻情報に基づいてメッ
セージを生成する。また、メッセージ生成部１０９は、テレビ受信機内部でエラーが発生
した場合や、外部装置からエラー信号を受信した場合に、エラーメッセージを生成する。
メッセージ生成部１０９で生成された各種メッセージは、サブディスプレイ１０７に表示
される。
【００１６】
　判定部１１０は、データ処理部１０４で復号された字幕情報や番組属性情報（チャンネ
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ル番号、番組名、番組詳細情報等）、緊急警報情報等の各種情報、及びメッセージ生成部
１０９で生成された各種メッセージを強調表示すべきか否かを、予め設定された判定条件
に基づいて判定する。
【００１７】
　図２は、判定部１１０が用いる判定条件の一例を示す図である。例えば、字幕情報、チ
ャンネル番号・番組名、番組詳細情報、現在時刻情報は、強調表示すべき情報ではない（
非強調表示モード）と判定される。一方、緊急警報情報、ニュース速報、視聴予約情報、
録画予約情報、エラーメッセージは、強調表示すべき情報である（強調表示モード）と判
定される。ただし、この判定条件は、任意に設定変更できるものとする。判定部１１０に
よる判定結果は、サブディスプレイ表示制御１１４に出力される。
【００１８】
　図１に戻って、画質設定部１１１は、ユーザのリモコン操作にしたがって、メインディ
スプレイ１０６の画質モード（映画モード、ダイナミックモード、標準モード等）や、輝
度、コントラスト、色温度、色あい、色の濃さ等の表示特性パラメータを設定する。また
、この画質設定部１１１は、メインディスプレイ１０６に表示されている番組のジャンル
に応じた画質モードに自動的に設定する機能も有する。
【００１９】
　照度センサ１１２は、例えば外光の照度を検知する外光センサである。メインディスプ
レイ表示制御部（第１の表示制御部）１１３は、画質設定部１１１による設定値にしたが
って、メインディスプレイ１０６の各種表示特性パラメータを制御する。また、メインデ
ィスプレイ表示制御部１１３は、照度センサ１１２によって検知された外光の照度情報に
基づいてメインディスプレイ１０６の輝度レベルを制御し、視聴環境に応じた適切な輝度
レベル（例えば５００ｃｄ／ｍ２）になるように調整する。メインディスプレイ表示制御
部１１３からサブディスプレイ表示制御部１１４へは、設定されたメインディスプレイ１
０６の表示特性パラメータ、及びメインディスプレイ１０６の表示が行われているか否か
を示す情報が与えられる。
【００２０】
　サブディスプレイ表示制御部（第２の表示制御部）１１４は、判定部１１０による判定
結果に基づいて、サブディスプレイ１０７の輝度、コントラスト、色温度、色あい、色の
濃さ等の各種表示特性パラメータを制御する。
【００２１】
　図３は、サブディスプレイ表示制御部１１４の動作について説明するためのフローチャ
ートである。サブディスプレイ表示制御部１１４は、ステップＳ１において、判定部１１
０による判定結果を取得する。次に、ステップＳ２において、サブディスプレイ１０７に
表示される情報が強調表示すべき情報であると判定されたか否かを判別する。ここで、強
調表示すべき情報である（強調表示モード）と判定された場合（ＹＥＳ）はステップＳ３
に進み、強調表示すべき情報でない（非強調表示モード）と判定された場合（ＮＯ）はス
テップＳ４に進む。
【００２２】
　ステップＳ３において、サブディスプレイ表示制御部１１４は、サブディスプレイ１０
７の輝度、コントラスト、色温度、色あい、色の濃さ等の各種表示特性パラメータをメイ
ンディスプレイ１０６とは非連動な値（例えば所定値Ｐ１）に設定する。この場合、サブ
ディスプレイ１０７に表示される情報は、ユーザの認識度合いを高めるように強調表示さ
れる。
【００２３】
　図４に、サブディスプレイ１０７の輝度レベルを所定値Ｐ１（例えば６００ｃｄ／ｍ２
）に設定した場合の画面表示例を示す。図４において、サブディスプレイ１０７に「緊急
警報放送をお伝えします」というメッセージが表示されている。緊急警報情報は強調表示
すべき情報であるため、ユーザの認識度合いを高めるように、サブディスプレイ１０７の
輝度レベルはメインディスプレイ１０１の輝度レベルよりも高い値に設定される。ただし
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、輝度レベルを制御するだけではなく、コントラスト、色温度、色あい、色の濃さ等の他
の表示特性パラメータを制御するようにしてもよい。
【００２４】
　ステップＳ４において、サブディスプレイ表示制御部１１４は、メインディスプレイ表
示制御部１１３からの出力信号に基づいてメインディスプレイ１０６の表示が行われてい
る（メインディスプレイ表示ＯＮ）か否かを判別する。ここで、メインディスプレイ表示
ＯＮと判別された場合（ＹＥＳ）はステップＳ５に進み、メインディスプレイ表示ＯＦＦ
と判別された場合（ＮＯ）はステップＳ６に進む。
【００２５】
　ステップＳ５において、サブディスプレイ表示制御部１１４は、サブディスプレイ１０
７の輝度、コントラスト、色温度、色あい、色の濃さ等の各種表示特性パラメータをメイ
ンディスプレイ１０６に連動した値に設定する。例えば、メインディスプレイ１０６が映
画モードの画質で表示されている場合は、サブディスプレイ１０７も映画モードに連動し
た表示特性パラメータに設定される。なお、メインディスプレイ１０６とサブディスプレ
イ１０７が同一の表示特性を有する場合は、メインディスプレイ１０６とサブディスプレ
イ１０７の表示特性パラメータが同一になるように設定する。メインディスプレイ１０６
とサブディスプレイ１０７が異なる表示特性を有する場合は、メインディスプレイ１０６
とサブディスプレイ１０７の表示特性パラメータが同等レベル（対応するレベル）になる
ように設定する。
【００２６】
　図５に、サブディスプレイ１０７の輝度レベルをメインディスプレイ１０６と連動した
輝度レベル（例えば５００ｃｄ／ｍ２）に設定した場合の画面表示例を示す。図４におい
て、サブディスプレイ１０７にチャンネル番号及び番組名「ＣＨ００１　映画Ａ」が表示
されている。チャンネル番号及び番組名は強調表示すべき情報でないため、メインディス
プレイ１０６の視聴の妨げにならないように、メインディスプレイ１０６と連動した輝度
レベルに設定される。
【００２７】
　ステップＳ６において、サブディスプレイ表示制御部１１４は、サブディスプレイ１０
７の輝度、コントラスト、色温度、色あい、色の濃さ等の各種表示特性パラメータをメイ
ンディスプレイ１０６とは非連動な値（例えば所定値Ｐ２）に設定する。この場合、メイ
ンディスプレイ１０６の表示が行われていないため、サブディスプレイ１０７の表示特性
パラメータは、予め設定された標準値（例えば輝度レベル３００ｃｄ／ｍ２）に設定され
る。このような場合にサブディスプレイ１０７に表示される情報としては、例えば現在時
刻情報等がある。
【００２８】
　なお、ステップＳ３で、サブディスプレイ１０７に表示される情報を強調表示した後一
定時間が経過したら、メインディスプレイ１０６に連動した表示制御を行うようにしても
よい。また、サブディスプレイ１０７に強調表示するとともに、ユーザに認知しやすいよ
うにスピーカから音声を出力するようにしてもよい。
【００２９】
　以上のように、この実施の形態１では、サブディスプレイ１０７に表示される情報に応
じて、サブディスプレイ１０７の表示特性パラメータをメインディスプレイ１０６の表示
特性パラメータと連動または非連動で適切に制御することが可能になる。
【００３０】
　なお、この実施の形態１では、サブディスプレイ表示制御部１１４がメインディスプレ
イ表示制御部１１３からメインディスプレイ１０６の表示特性パラメータを受け取る場合
について説明したが、この形態に限定されるものではない。例えば、サブディスプレイ表
示制御部１１４が画質設定部１１１で設定された画質モード（映画モード、ダイナミック
モード、標準モード等）情報、及び照度センサ１１２によって検知された外光の照度情報
を受け取る構成であってもよい。この場合、サブディスプレイ表示制御部１１４は、画質
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設定部１１１で設定された画質モード情報及び照度センサ１１２からの照度情報に基づい
て、メインディスプレイ表示制御部１１３とは独立した表示制御を行うことが可能になる
。
【００３１】
　（実施の形態２）
　図６は、本発明の実施の形態２に係る表示装置２００の概略構成を示すブロック図であ
る。図１の表示装置１００と同様の機能を有するブロックには同一の符号を付し、その説
明は繰り返さない。
【００３２】
　データ処理部２０１は、実施の形態１で説明したようにデマルチプレクサ１０２からの
データ信号を復号し、メインディスプレイ１０６及びサブディスプレイ１０７出力する画
像信号を生成する。このデータ処理部２０１は、サブディスプレイ１０７でユーザが操作
可能なＵＩ画面を構成する画像信号を生成する機能を有する。
【００３３】
　判定部２０２は、データ処理部１０４からの出力信号と、リモコンからのキー入力信号
とを受け、予め設定された判定条件に基づいて、サブディスプレイ１０７を強調表示モー
ドにするか否かを判定する。
【００３４】
　図７は、判定部２０２が用いる判定条件の一例を示す図である。データ処理部２０１は
、ユーザのリモコン操作により字幕表示、チャンネル番号・番組名表示、番組詳細情報表
示の指示を受けると、サブディスプレイ１０７にそれらの情報を表示させる。また、ユー
ザのリモコン操作により裏番組情報表示、外部機器操作メニュー表示、お勧め番組表示の
指示を受けた場合は、サブディスプレイ１０７にそれらの情報を表示させ、サブディスプ
レイ１０７でユーザが操作可能なＵＩ画面を構成する。
【００３５】
　図８は、サブディスプレイ１０７でユーザが操作可能なＵＩ画面の一例を示す図である
。サブディスプレイ１０７に裏番組情報（他のチャンネルで放送中の番組に関する情報）
が表示された状態において、ユーザはリモコンの左・右キー（または上・下キー）で裏番
組情報を順次切替えることができる。また、ユーザがリモコンの決定キーを押下すると、
サブディスプレイ１０７に表示中の番組「ＣＨ００２　サッカー」にチャンネル選局され
て、メインディスプレイ１０７の映像が切替わる。図９は、図８に示した状態からチャン
ネル選局されてメインディスプレイ１０７の映像が切替わった後の画面例を示す図である
。
【００３６】
　また、接続されたレコーダーの録画開始・録画停止・操作機能一覧表示等を指示するよ
うな外部機器操作メニューがサブディスプレイ１０７に表示された状態において、ユーザ
はリモコンの左・右キー（または上・下キー）で外部機器の操作をすることができる。た
だし、表示装置２００がレコーダー機能を内蔵する場合は、内蔵レコーダーの操作メニュ
ーを表示させるようにしてもよい。
【００３７】
　また、データ処理部２０１は、ユーザの嗜好情報に基づいてお勧め番組を検索してサブ
ディスプレイ１０７に表示させる機能も有する。サブディスプレイ１０７にお勧め番組情
報が表示された状態において、ユーザはリモコンの左・右キー（または上・下キー）で複
数のお勧め番組に関する情報を順次切替えることができる。また、ユーザがリモコンの決
定キーを押下すると、お勧め番組の視聴予約または録画予約の設定を行うことができる。
【００３８】
　判定部２０２は、ユーザのリモコン操作により字幕表示、チャンネル番号・番組名表示
、番組詳細情報表示の指示を受けた場合は、強調表示すべき情報ではない（非強調表示モ
ード）と判定する。一方、裏番組情報、外部機器操作メニュー表示、お勧め番組情報表示
の指示を受けた場合は、強調表示すべき情報である（強調表示モード）と判定する。裏番
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組情報、外部機器操作メニュー表示、お勧め番組情報表示の指示は、サブディスプレイ１
０７に対する操作であって、かつメインディスプレイ１０６に表示されている映像と直接
的に関係のない操作である。このような場合、ユーザはサブディスプレイの表示を優先さ
せたいケースが多いと考えられるため、上記のような判定条件を設けている。
【００３９】
　また、裏番組情報、お勧め番組情報が、所定のタイミングでサブディスプレイ１０７に
自動的に表示されるような場合は、それらの情報が表示された状態において、リモコンの
左・右・上・下・決定キーのいずれかのキーが押下された場合に強調表示モードと判定す
る。裏番組情報、お勧め番組情報がサブディスプレイ１０７に自動表示される段階では、
ユーザはサブディスプレイの表示を優先させたいかどうかは不明であるため、非強調モー
ドで表示させる。そして、ユーザがリモコンの左・右・上・下・決定キーのいずれかのキ
ーを押下した場合は、サブディスプレイ１０７に表示中の裏番組情報、お勧め番組情報に
関心を持ったと考えられるため、強調表示モードに移行する。
【００４０】
　なお、この判定条件は任意に設定変更可能であり、図７に示した内容に限定されるもの
ではない。判定部１１０による判定結果は、サブディスプレイ表示制御１１４に出力され
る。サブディスプレイ表示制御１１４は、図３に示した動作と同様であるため、ここでは
説明は省略する。
【００４１】
　例えば、図８に示したように、ユーザが裏番組情報の表示を指示した場合は、強調表示
すべき情報である（強調表示モード）と判定され、ユーザの認識度合いを高めるようにサ
ブディスプレイ１０７の情報が強調表示される。このとき、サブディスプレイ１０７の輝
度、コントラスト、色温度、色あい、色の濃さ等の各種表示特性パラメータは、メインデ
ィスプレイ１０６とは非連動な値（例えば所定値Ｐ１：例えば輝度６００ｃｄ／ｍ２）に
設定される。このように、サブディスプレイ１０７にユーザが操作可能なＵＩ画面が表示
されているときは表示内容を強調表示させることにより、ユーザがサブディスプレイ１０
７の表示内容を認識しやすくなる。
【００４２】
　そして、図９に示したように、ユーザがリモコンの決定キーを押下して、サブディスプ
レイ１０７に表示中の番組「ＣＨ００２　サッカー」にチャンネル選局された場合は、サ
ブディスプレイ１０７の情報は強調表示されない。このとき、サブディスプレイ１０７の
輝度、コントラスト、色温度、色あい、色の濃さ等の各種表示特性パラメータはメインデ
ィスプレイ１０６に連動した値（例えば輝度５００ｃｄ／ｍ２）に設定される。このよう
に、チャンネル番号及び番組名は強調表示すべき情報でないため、メインディスプレイ１
０６の視聴の妨げにならないように、メインディスプレイ１０６と連動した表示特性パラ
メータに設定される。
【００４３】
　以上のように、この実施の形態２では、ユーザのリモコン操作の内容に応じて、サブデ
ィスプレイ１０７の表示特性パラメータをメインディスプレイ１０６の表示特性パラメー
タと連動または非連動で適切に制御することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の実施の形態１に係る表示装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示した判定部が用いる判定条件の一例を示す図である。
【図３】図１に示したサブディスプレイ表示制御部の動作について説明するためのフロー
チャートである。
【図４】サブディスプレイの輝度レベルを所定値Ｐ１に設定した場合の画面表示例を示す
図である。
【図５】サブディスプレイの輝度レベルをメインディスプレイと連動した輝度レベルに設
定した場合の画面表示例を示す図である。
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【図６】本発明の実施の形態２に係る表示装置の概略構成を示すブロック図である。
【図７】図６に示した判定部が用いる判定条件の一例を示す図である。
【図８】サブディスプレイでユーザが操作可能なＵＩ画面の一例を示す図である。
【図９】図８に示した状態からチャンネル選局されてメインディスプレイ１０７の映像が
切替わった後の画面例を示す図である。
【符号の説明】
【００４５】
　１００　表示装置
　１０１　チューナ
　１０２　デマルチプレクサ
　１０３　デコーダ
　１０４　データ処理部
　１０５　映像出力部
　１０６　メインディスプレイ
　１０７　サブディスプレイ
　１０８　タイマ
　１０９　メッセージ生成部
　１１０　判定部
　１１１　画質設定部
　１１２　照度センサ
　１１３　メインディスプレイ表示制御部
　１１４　サブディスプレイ表示制御部

【図１】 【図２】



(13) JP 5264193 B2 2013.8.14

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】
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